
退職互助部事業
医療補助金請求実習



１．実習を行うにあたって

•過去実施してきた「新退職組合員説明会」アンケート
において、医療補助金請求書に領収証を使用した書
き方を説明してほしいとの意見があった。

•請求書を作成してみることで、書き方を深く理解して
もらえる。

•正しく請求してもらうことで、審査業務等の負担軽減、
返送等の送料軽減を図ることができる。



２．医療補助金請求書

① 退職組合員番号、氏名等の上部の枠内を記入

※A型請求なら、記入後、医療機関へ持参

② 中ほどの医療保険、保険区分の選択

【医療補助金請求書の準備】

→退職組合員番号、区分、ご自身のお名前、生年月日を記入してください。

→今現在のご自身の医療保険及び保険区分を選択してください。

→ 外来①と外来②を記入してみましょう

間違えてもいい
ように、鉛筆で書
きましょう！

※ 領収証サンプルは「平成３０年」となってい

ますが、「平成３１年」と読み替えて記入してください。



外来①と外来②

医療機関毎、月毎、外来入院毎にひと月の合計

→外来③と外来④を記入してみましょう！

新元号ですが、平成
を使っています。

２．医療補助金請求書

※ 領収証サンプルは「平成３０年」となってい

ますが、「平成３１年」と読み替えて記入してください。

※ 保険外診療分は対象外です。



外来③と外来④

医療機関毎、月毎、外来入院毎にひと月の合計

→入院①と入院②を記入してみましょう！

新元号ですが、平成
を使っています。

２．医療補助金請求書

※ 領収証サンプルは「平成３０年」となってい

ますが、「平成３１年」と読み替えて記入してください。



入院①と入院②

２．医療補助金請求書

医療機関毎、月毎、外来入院毎にひと月の合計

→入院③と入院④を記入してみましょう！

新元号ですが、平成
を使っています。

※ 領収証サンプルは「平成３０年」となってい

ますが、「平成３１年」と読み替えて記入してください。



入院③と入院④

２．医療補助金請求書

医療機関毎、月毎、外来入院毎にひと月の合計

→薬局①と薬局②を記入してみましょう！

新元号ですが、平成
を使っています。

※ 領収証サンプルは「平成３０年」となってい

ますが、「平成３１年」と読み替えて記入してください。



薬局①と薬局②

２．医療補助金請求書

医療機関毎、月毎、外来入院毎にひと月の合計

新元号ですが、平成
を使っています。



２．医療補助金請求書 新元号ですが、平成
を使っています。

全回答



３．医療保険の附加給付

○公立学校共済組合や私学共済、一部の健康保険組合

・25,000円を超える額を給付など、一部負担金払戻金制度がある。

○国民健康保険、協会けんぽ（民間企業の保険）など

・附加給付制度なし。

・高額療養費制度のみ。

・再任用フルタイムの場合は、互助組合の現職事業（療養費）も
受けられる。



３．医療補助金の額 再任用フルタイムをされている方の場合

自動給付
請求必須

共済組合 互助組合 退職互助部

① 8,400円 0円 3,800円 1,800円 2,800円

② 4,210円 0円 1,100円 900円 2,210円

③ 3,620円 0円 700円 800円 2,120円

④ 73,080円 48,080円 14,600円 5,300円 5,100円

⑤ 79,800円 54,800円 14,600円 5,300円 5,100円

⑥ 40,870円 15,870円 14,600円 5,300円 5,100円

⑦ 69,500円 44,500円 14,600円 5,300円 5,100円

⑧ 7,530円 0円 3,200円 1,600円 2,730円

163,250円 67,200円 26,300円 30,260円

給付元団体

合計

領収金額 最終自己負担

領収金額合計

¥287,010



３．医療補助金の額 任意継続をされている方の場合

自動給付
請求必須

共済組合 互助組合 退職互助部

① 8,400円 0円 0円 4,100円 4,300円

② 4,210円 0円 0円 1,600円 2,610円

③ 3,620円 0円 0円 1,200円 2,420円

④ 73,080円 48,080円 0円 14,100円 10,900円

⑤ 79,800円 54,800円 0円 14,100円 10,900円

⑥ 40,870円 15,870円 0円 14,100円 10,900円

⑦ 69,500円 44,500円 0円 14,100円 10,900円

⑧ 7,530円 0円 0円 3,600円 3,930円

163,250円 0円 66,900円 56,860円

領収金額
給付元団体

最終自己負担

合計

領収金額合計

¥287,010



３．医療補助金の額 国保などの場合 年収３７０万円以下

請求必須領収金額合計
¥287,010

共済組合 互助組合 退職互助部

① 8,400円 0円 0円 4,100円 4,300円

② 4,210円 0円 0円 1,600円 2,610円

③ 3,620円 0円 0円 1,200円 2,420円

④ 73,080円 0円 0円 33,600円 39,480円

⑤ 79,800円 0円 0円 33,600円 46,200円

⑥ 40,870円 0円 0円 16,300円 24,570円

⑦ 69,500円 0円 0円 16,300円 53,200円

⑧ 7,530円 0円 0円 3,600円 3,930円

0円 0円 110,300円 176,710円

領収金額
給付元団体

最終自己負担

合計



ちょっと一息・・・

医療費の自己負担割合

３割

２割

１割

70歳

原則75歳以上

※ 70歳以上であっても所得により3割負担の場合もある

医療費総額 23,166×10＝ 231,660円

一部負担金 231,660×30%＝ 69,500円

※10円未満四捨五入

外来③、④の

領収金額と点数



５．最後に

・高額になるのが分かるときは、限度額認定証を取得！

・多数該当や世帯合算などの仕組みも知っておこう！

・互助だより、ハンドブックをしっかり確認！

・追加請求が発生しないよう注意しましょう！

（同月分の受診分の請求は医療機関が異なっても１回限り）


